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GASTROINTESTINAL MOVEMENTS AND ABSORPTION 
AFTER ABDOMINAL OPERATION 
(STUDIED WITH ISOTOPE p32) 
y OSHIO ASANO 
From the 2nd Surgical Department, Juntendo University School 。fMedicine 
(Director: Prof. Dr. KENJI TANAKA〕
There are many arguments about the starting of oral feeding after abdominal 
op2ration. Most surgeons devis巴th己irown routine method, for instance, orβl feeding 
started after few hours or after few days without mature consideration to the 
gastrointestinal motility and absorption. 
Dogs with the resin window in the abdominal wall were used. As the tracer, 
th巴isotorロ pi・iwas intr，はucedto the alimentary tracts or injected directly to the 
intestine and P1" in the per匂heralblood was examined. 
1. By the normal fasting condition, the absorption becomes remarkable after 
30 minutes and continued to 24 hours. 
2. From the duodenum and small intestine, P3" remarkably absorbed, but the 
absorption from the stomach is ver~· slight. 
3. During ether or electric narcosis, P iコsscarce!.¥・ absorbed. After those narcosis, 
the movements of the g・astrointestinal tracts gradually recover and it’s absorption 
also increases. The transportation of gastrointestinal contents is exceedingly checked 
by narcosi日 andgradually recover in postnarcotic period. 
4. When monoio〔1o』acetoacid10 " mol solution introduced simultaneously, the 
al川町ptionof P32 was rctluced tり 70%,and almost normal lJ¥・ 10-3 solution. 
5. ¥:Vhen Im solution injected directly to the small intestine, the absorption 
rat℃ wa日 asfolり¥I'S,
10.1 17.6 percent in move111c11ts, 
2.1・・・・・6.0percent in stil stand, 
and 0.3・・・・・・1.5percent in ether narco日is.
That is to say, Pね isaiJ.-m1・b:J thrけughth2 Sp巴cial activil~· of intestinal cels 
and the transportation of the CU11lc11Ls to the t山川qilionregion by gastrointestinal 
moveme11ts. 
6. The incrca託、 ofthe ab州 rptiり1was observed in proportion to the recovery 
of movements immediately after gastrectorny or gastroenlcroanastomosis, so the 
mutual relation was observed between gastrointestinal movements and absorption. 
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7. Three weeks after above operations, the gastrointestinal movements returned 































































ある事を述べp 叉F 浜口等3) (1955）は胃手術後に，





















した．採血時聞は5分p 15分＇ 30分p 1時間31時間
30分P 2時間＇ 2時間30分， 3時間＇ 3時間30分， 4
時間＇ 5時間， 6時間＇ 7時間， 8時間， 10時間＇ 12 



















































犬： No・33，合＇ 11.4 kg. 
術前24時間絶食しp 胃ゾンデにより着色 p32溶液を
胃内に注入しp 伏在静脈より採血し測定するに表の如
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p3Zは最高50c. p. m.前後の極く少量値を示lP 吸収
は殆ど行われないー 9時間後死亡し，剖検するに胃内
容は40ccありp その O.lccは30,870c. p. m.あり，且
摘出胃壁 lcrn2のp32は図の如し噴門部特に大麹判
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Tl~；° 2 4 6 8 10 12 24H 
i 10-2モル使用時
犬： No. 117，♀＇ 12.4kg. 
同様にそノヨード商店酸 10-2モルの割として注司入す．』」一一一一..~、~•－ It~一一一～一一るに表の如く F 約70 ~；；近く 吸収が阻害さわゼアl尚血中
無機燐酸濃度は r.55 mg I dl.
400 日本外科宝函第26巻第3号
:i) 10-3モル使用時


























30分 P32435 c. p. m. 
























I 2 4 6 8 10 12 24H 
胃腸置物l一一ーー＃耕輔骨 桝 1
エーテル全麻5時間の吸収
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(b) 電気麻酔継続5時間の吸収










は殆ど習に残存し， 胃内容の O.lccは59,805c. p. m., 
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〔D〕小括
N019 























犬： No. 114，♀， 9.5kg. 三
腹窓装着4日目，視野に3条の小腸を見，分節運動
第9表小l場局所注入（門脈採血）
P32 A=SPEC』FICACTIVITY：長－ c•uT>t細川命?311 
主旦XI 0 O=ABSORPTION RATE 
A EX 
＼ NO ~ ， ． 。. .  。1＇／同，・rp＇・aIPJI PY p .ι＂＇ 
量祖省事; 
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118 2381 20 119.1 出 ()f:j 五6同僚 I. 9 
120 124α 19 '.>&:C: i196J 1.3 l717J 17.6 
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犬： No・ 121，♀3 1 kg. 
剖検所見
注入点：トライツ靭帯より lOOcm.




続後p 着色 p32溶液注入10分間後p 門脈より採血．


































別国E珂 .2.4 6 8 10 12 l!i 18 21 24H 
1!fNO.~~I でご！！ ~ l:ー 去~讐二弓戸軒
同
! n壬与そ与さ之ー 一ー一司


















1時間 p32 23，視野の緊張尚低下しP 運動な
し．
2時間 P32 54, Bの部緊張冗まるも運動な
<, Aは緊張低下のま人
2時 55分 Aの部の約 Jcm下方に痩聖堂様運動を
示す．
3時間 P32 118. 
3時 55分 胃は不動， Aに分節運動より軽度の嬬
動運動を始む．
4時間 P32 134. 
5時 40分 Aに嬬動運動あるも弱く2～3回行い休
止す．
6時間 P32 186. 
8時間 P32 232, Aに時々分節運動あるのみ．
10時間 P32 333，視野の胃p 小腸休止状態．
12時間 P32 334. 




1時間 p;i2 96, Aの分節運動梢々強くなる．
1時 4.5分 胃は尚不動， Aの分節運動5回．
2時間 p32 184. 
2時 25分 Aの都は分節運動より嬬動運動となり
その回数7回．
3時間 p32 302, Aの嬬動運動6回．
4時間 p32 454，胃尚不動p 手術による小腸の
充血は大部快復した．
5時間 p32 584, Aの部は略々定型的な嬬動運
動となり 9回P Bの部は分節運動 8
回．
6時間 p32 802. 
6時 18分 A,B共に嬬動運動を行い10回．




9時間 p32 958，胃不動p 小腸は嬬動運動を同
様に行っている．
直ちに小腸を取り出し腸間膜静脈より採血するに吻
18時間 P32 815，小腸全般に緊張允まり，嬬動 合部より 22cmの所で leeに911c. p. m., 150cmの都
運動にしてAは6回F Bは8回行って で544c.p.m.のp32を認めた．
いる． 剖検所見
21時間 P32 942. 







O.lccに43953 c. p. m.，小腸は 140cm迄着色ありて2












につき p3223, 893 c. p. m.，小腸内は胃より 50cm迄
着色著明， 125cm迄淡く着色を認めた．
犬： No. 43，♀， 13.1 kg. 
エーテル全麻下に BillrothI法を行い着色p32溶
液を注入するに胃腸運動の快復遅く 5時間38分後30cc
の帳吐ありて24時間迄の最高の吸収は 53c. p. m.の傷
めて少ない例を認め，剖検により胃内容には着色せる















5分 p32 8，小腸は緊張允進しP AB共に嬬
動運動定型的にして各々 5回P 8回行
っている．
30分 p32 66, AB共に嬬動運動5回．
1時間 P32 103, Aの嬬動運動6回P Bの部は
8回．
2時間 P32 159, Aに6回p Bに7回の嬬動運
買う．
4時間 p32 231, Aに4回p Bに6回， Cに8
回の嬬動運動．
6時間 p32 37:1. 
6時 57分 Aに7「P Bに12「81, Cに13回の蝦動
運動．
8時間 P32 448,Aに8@,Bに14回の嬬動運動．
10時間 p32 518. 
10時 22分 Aに7回P Bに14同，（？に12回の賊動
運動．
12時間 P32 828, Aに5「BJ, Bに 11回の鰐動J~
動．
15時間 P32 807, AB共に 8回の嬬動運動．
18時間 P32 734，嬬動運動梢々弱く pAに6回F
Bに8回．
21時間 P32 746，所見同様．
24時間 P32 670, Aに5回P Bに7回の嬬動運
動を行っている．
剖検所見
1時間 P32 755, Aに8回P Bに12回の嬬動運
動．
2時間 P32 965. 
2時 22分 AにB困P Bに10回の螺動運動．
4時間 p32 1,101, Aに10回， Bに12回の活滋
な嬬動運動．
6時間 p32 1,115. 
6時 20分 Aに7回P Bに9回の嬬動運動．





18時間 p3z 1,0l6, Aに7回， Bに8回の嬬動
運動を行っている．
21時間 p32 1,035, Aに6回， Bに7回P





そのO.lcc中には P321,208 c. p. m.，小腸全長に p32が認
められ廻盲部には O.lccに p32227 c. p. m.を算した．






O.lccはP321,208 c. p. m.，小腸全長に渉り p32が証明 着色 p32注入後
され廻盲部には368c. p. m.を算した．



























P32 1,259, Aに12@, Bに15回の活滋
な鰯動運動を行っている．
P32 1,180, AB共に14回の嬬動運動．



















P32 1,275, A B共に14回の嬬動運動．
p32 1,332，同様活滋．
P32 1,041, Aに7回， Bに8回の航動
運動．
P32 1,040, Aに10図F Bに12回の焔動18時間
遂動．


















2〕 術後3週間の場合p 胃腸運動正常となり p 且吸
収も正常に近く，唱l止なしその内容の輸送は24時間
後の屠殺時小腸全体に認めた．之に反し胃腸運動依復







犬： No. 60，♀＇ 10.5kg. 
エーテル全麻下に結腸前胃腸l吻合，ブラウン氏腸吻
合附加幽門部結紫閉鎖しp 腹窓装着終了す．輸出脚を
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15分 p3z O, Bの部の緊張特に充まっている
が胃，小腸は運動なし．
30分 p32 0, cの緊張元進l，分節運動開始
す．腹窓内の出血軽度．
1時間 p32 o，尚小腸は静止状態にあり．





















り． 胃内に Bee残存しその O.lccのp32は6,477，小腸
30emの部は 1,954c. p. m.にして，喧物は O.lccに psz
6,872 c. p. m.を認めた．





3分 視野内の小腸緊張充まり p Bに分節逮
動を生ず．
5分 p32 0, Bに緊張更に充まり，分節運動
あるも直ちに止む．




1時 56分 Aは緊張梢々冗まるも運動はなく p B 
に分節運動程度．
2時間 p32 26. 












18時間 P" 80. 
19時間 視野の1H初土地立に長張更に低下す．
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1 ！時間 p32 33，胃尚不動， AB共に軽度の嬬
動運動5回．
2時間 p3z 138，犬尚号泣い AB共に焔動運
動を行っているが軽度で休止期あり．
4時間 p32 287. 
4時 03分 胃に嬬動運動開始， Aに嬬動運動あり
て5回．
6時間 p32 472. 
6時 18分 胃に儒動運動2回， AB共に弱い嬬動
巡動行い10回．
8時間 P32 563，同上．
10時間 P32 570, A B共に鳴動運動軽度とな
る．










R医吐物の0.lcc中にP322,513 c. p. m., tlU検時腸播着，
且腹膜炎の所見なし．胃内に残存せる溶液lOccにして
O.lcc中に P32l,320 c. p. m.，腸内には胃より 50cm迄
淡く着色し，その部の p1 －~ は O .lcc に 302c. p. m.を算
した．
犬： No.66，♀， 8.6kg. 
No. 65と間後手術を施行し， p32注入後輸出脚をA,
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輸入脚をBとして観察す．
着色p32注入後
5分 p32 0，胃は不動p A B共に駁張先進し
分節運動を生ず．
13分 A,Bは分節運動より嬬動運動となる．





4時間 P32 376. 
4時 16分 A B共に緊張充進し嬬勤途動6回．








10時間 p32 1,224, Aに14回P Bに15回の活滋
な嬬動運動．
12時間 P32 1,197, Aに10回F Bに12回の嬬動
運動．
15時間 P32 I,254, Aに1回P Bに14回の嬬動
遂動．
18時間 p3z 1,109，同上．
21時間 p32 1,158. 






O.lcc中に p32は5,810c. p. m.，腸内容は廻盲部迄全長
に渉り，廻盲部のO.lccfこ2,310c. p. m.のp32を証明し
剖検所見 た．
胃内に着色喜言明液lOcc残存い その O.lcc中に p32 犬： No. 93，♀， 10.Skg. 
755 c. p. m.，腸内には胃より 75cm迄著明に着色しそ No・92と問機手術施行し＇ 3週間後エーテル全麻下
の部の p32のc.p.m.はO.lccに 1,035，且該部に多くの に腹窓装着し， 5日間手術犬健康となりp 視野の小腸
寄生虫が認められた． 緊張充進し定型的なる嬬動運動を行いp 腹膜炎の徴候
〔B〕 結腸前胃腸日勿合P ブラウン氏腸吻合附加3週 なし．輸出脚をA，吻合部より 35cmの部をBとして
間後 観察す．














P32 136, A B共に緊張冗進しp Aに8
回， Bの部に14回の鳴動運動を行って
し、る
P32 1,076, A, B共に同様，
P'2 l,177, Aに9回F Bに16回の嬬動
運動．
P32 1,152, Aに8回， Bに12回の螺動
運動．

















5時 42分胃に 5回， Aに10回， Bに12回の燦動
運動．
6時間 p32 1,187. 
8時間 p32 1,235向上．
9時 12分胃に2回P Aに8@], Bに10回の嬬動
運動．
10時間 P32 1,151. 



















には p321,010 c. p. m.，腸内’＇dは小腸全般に渉り認め



































































一一一一 吻均一一｜歪里虫壁進＿I＿一一一－Z属加計1¥&.):i I. －〕 ｜ （ー） I 0.3～1.5% 
腸運動静 止時 Ic +) I （ー） i z.i-6.0% 
I I 10.4～］7.6 
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